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阿見町防災子ども安全まちづくり計画(防災・安全) 〇

令和元年度　～　令和5年度　（5年間） 阿見町

（Ｒ03末） （Ｒ05末）

A13　市街地整備事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 Ｒ01 Ｒ02 Ｒ03 Ｒ04 Ｒ05 （百万円） 策定状況

－

－

－

－

－

－

小計（市街地整備事業） 156.0 －
Ｃ　効果促進事業

C13　市街地整備事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 Ｒ01 Ｒ02 Ｒ03 Ｒ04 Ｒ05 （百万円）

C13-1 都市防災 一般 市町村名 直接 8.0

小計 8.0

番号 一体的に実施することにより期待される効果
C13-1 安全施設を設置することにより、災害時の避難路として安全確保に寄与するとともに、子ども達の通学時等における安全性の向上を図る。

交付金の執行状況
（単位：百万円）

不用額
（h = c+d-e-f）

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

4.3

0.0

4.3

0

0

0

0

0

0
翌年度繰越額

（f）

うち未契約繰越額
（g）

59.3 0

前年度からの繰越額
（d）

支払済額
（e）

0

55

0

計画別流用
増△減額
（b）

交付額
（c=a+b）

補正予算対応の
ため

0 0 0

100% 0% 0%

55

R4

市町村名

阿見町 避難路安全施設整備(あさひ小学校、阿見第二小学校) 防護柵、ボラード施設　一式 阿見町

事業者

55

55

55 0

0

R1

要素となる事業名 事業内容

0

配分額
（a）

R3

費用便益比

Ｄ － 4.9%

備考

備考

備考

Ｂ

事業内容要素となる事業名事業者

R5

番号

交付対象事業

市町村名

R2

令和4年1月4日

4,900ｍ

8地区

社会資本総合整備計画（防災・安全交付金）
計画の名称

交付対象

計画の目標

計画の期間

　　定量的指標の定義及び算定式

　　計画の成果目標（定量的指標）

当初現況値

5,945ｍ

中間目標値

当計画区域内における防災訓練の実施地区数の増加。

定量的指標の現況値及び目標値

最終目標値

4,240ｍ

10地区

重点配分対象の該当

阿見町地域防災計画で災害時等の避難所として指定されている「あさひ小学校」、「阿見第二小学校」、「本郷小学校」の周辺において、災害時に安全で円滑な移動が図れる避難路を確保するとともに、子どもの登下校等、日常的な安全性の強化に繋がる通学路等の確保や、
ソフト面での対応を充実させ、防災性との両面から安全性の高い地域づくりを推進する。

・災害時の安全かつ円滑な避難を図るとともに、子ども達の通学時における安全性の向上を目的に避難所として指定されている小学校周辺の狭小な道路を整備する。

・地域における防災訓練等を強化することにより、住民の防災意識の向上や、自主防災組織の育成を図り、良好な防災まちづくりを推進する。

156.0百万円
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

5地区

番号
事業及び
施設種別

町道2204号線　避難路整備Ｌ＝140ｍ、Ｗ＝5.4
ｍ、側溝布設

一般 阿見町

町道1053号線　避難路整備Ｌ＝150ｍ、Ｗ＝4
ｍ、側溝布設

全体事業費

A13-1 都市防災 直接 阿見町 156.0

（H30末）

効果促進事業費の割合

町道2201号線　避難路整備、測量設計　Ｌ＝
140ｍ、Ｗ＝5ｍ、側溝布設

町道1023号線　避難路整備Ｌ＝44ｍ、Ｗ＝5.5
～6.9ｍ、側溝布設

Ｃ164.0百万円 8.0百万円－

町道1098・1322号線　避難路整備、測量設計
Ｌ＝380ｍ、Ｗ＝4ｍ、側溝布設

町道7393号線　避難路整備、測量設計　Ｌ＝80
ｍ、Ｗ＝5.4ｍ、側溝布設

阿見町 市町村道 地区公共施設等整備(阿見北西地区)

災害時に安全かつ円滑に移動できる避難所までの距離の短縮(対象6路線の整備前・整備後の短縮距離の合計)

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

Ａ



（参考様式３）参考図面（防災・安全交付金）

計画の名称 阿見町防災子ども安全まちづくり計画(防災・安全)

計画の期間 令和元年度　～　令和5年度　（5年間） 阿見町交付対象


